
ウ

〔早朝の体力づくり〕
■
ィチ、ニッノイチ、ニッーー /

こ 冷たい風が吹きぬける運動場で、

よ 子どもたちの元気な声が聞える。
み  トラックを1～ 2周 したあと全
員がバンツー枚になって、乾布ま

■ さつに励んでいる。勉強の前に、
まず「体力づくりを」と下妻小学

校枝長近藤恵―さん。

ゎたしたちも、日頃から体力づ

くりに努め、風邪をひかないよう

にしましょう。

４
日
　
人
権
週
間
は
じ
ま
る

５
日
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
大
会

６
日
　
農
業
委
員
会

７
日
　
程弟
一
国
人
権
を
考
え
る
市
民
の

集

い

１１
日
　
年
末
年
始
の
交
通
安
全
市
民
運

動
は
じ
ま
る

・３
日
　
定
例
市
議
会
は
じ
ま
る
（予
定
）

２２
日
　
冬
至
　
□
農
業
委
員
会

２８
日
　
ヂ
」用
お
さ
め

３‐
日
　
昭
和
５７
年
工
業
統
計
調
査
及
び

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
統
計
調

査
実
施

〔定
例
講
座

。
学
級
〕
保
健
福
祉
学
級

（
‐５
日
）、
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
定
例
講

座
は
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載

〔相
談
〕
心
配
ご
と
相
談

・
交
通
事
故

相
談

（
２
、
９
、
１６
、
２３
日
）、
人
権
法

律
相
談

（
８
日
）、
公
害
苦
情
相
談

・
消

費
生
活
相
談

・
行
政
相
談

（
１５
日
）、
老

人
健
康
相
談

（
１
、
３
、
８
、
１０
、
１７

２２
、
２４
日
）、
妊
婦
相
談

（
９
、
２３
日
）、

今
月
の
税
　
固
定
資
産
税
　
　
第
３
期

国
民
年
全
保
険
料
第
３
期

モ12月 手矛 昭禾日57年 (1982)No。 344

□発行 福岡県筑後市役所   編集 企画課   でんわ (代 )④ 4111

□印刷 ―の瀬日]刷    毎周1日 発行



昭和57年 12月 1日 344号            広 報 ち <ご

こ
と
し
一
年
間
の
で
き
ご
と

一
月
　
▽
消
防
出
初
式
。
▽
熊
野
神
社

追
韓
祭
。
▽
成
人
式
、
こ
と
し
の
該
当

者
五
百
五
十
九
人
。

二
月
　
▽
成
人
病
予
防
週
間
は
じ
ま
る

▽
緑
の
羽
根
募
金
は
じ
ま
る
。
▽
春

の
火
災
予
防
運
動
は
じ
ま
る
。
▽
筑
後

北
小
学
校
敷
地
周
辺
の
水
路
、
擁
壁
工

事
は
じ
ま
る
。

二
月
　
▽
定
例
市
議
会
で
、
五
十
七
年

度

一
般
会
計
予
算
八
十
六
億
三
千
三
百

万
円
、
企
業
会
計
予
算
な
ど
を
可
決
。

四
月
　
▽
八
女

・
大
川
線
国
道
昇
格
記

念
式
。
▽
船
小
屋
温
泉
ま
つ
り
。
▽
市

長

・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
、
市
長

に
田
中
虎
市
氏
、
市
議
に
牛
島
力
氏
と

馬
場
節
夫
氏
が
当
選
。

五
月
　
▽
川
と
水
を
守
る
運
動
は
じ
ま

る
。
▽
市
長
就
任
式
、
田
中
市
政
が
本

格
的
に
始
動
。
▽
真
木
和
泉
守
慰
霊
祭

六
月
　
▽
定
例
市
議
会
　
国
民
健
康
保

険
税
十
二

・
八
％
の
引
き
あ
げ
、
五
十

七
年
度

一
般
会
計
予
算
を
千
九
百
十
五

万
三
千
円
補
正
し
八
十
六
億
五
千
三
百

十
五
万
三
千
円
を
可
決
。
▽
収
入
役
に

教
育
委
員
会
総
務
課
長
長
瀬
尊
氏
選
任

七
月
　
▽
河
川
愛
護
月
間
。
▽
同
和
問

題
啓
発
強
調
月
間
。
▽
臨
時
市
議
会
で

筑
後
北
小
建
設
費
、
し
尿
処
理
場
建
設

工
事
費
、
水
洗
小
校
舎
改
築
工
事
、
西

牟
田
小
校
舎
な
ど
五
十
七
年
度

一
般
会

計
予
算
を
二
億
八
百
四
万
九
千
円
補
正

で
八
十
八
億
六
千
二
十
万
三
千
円
可
決

八
月
　
▽
し
尿
処
理
場
建
設
工
事
は
じ

ま
る
。
▽
全
国
高
校
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

八
女
工
業
高
校
男
子
陸
上
部
が
男
子
総

合
で
初
優
勝
、
山
岳
部
が
最
優
秀
賞
。

▽
老
人
福
祉
週
間
は
じ
ま
る
。

九
月
　
▽
ち
く
ご
祭
り
を
開
催
。
▽
臨

時
市
議
会
、
助
役
に
木
本
保
男
氏
を
選

任
。
▽
定
例
市
議
会
、
五
十
七
年
度

一

般
会
計
補
正
予
算
を

一

億
四
千
九
百
十
二
万
九

千
円
追
加
し
九
十
億
九

百
三
十
三
万

一
千
円

（

園
芸
作
物
、
麦
生
産
団

地
、
農
用
地
利
用
増
進

事
業
な
ど
）
を
可
決
。

▽
教
育
委
員
に
菊
池
徹

之
氏
を
選
任
。
▽
老
人

福
祉
大
会
を
開
催

十
月
　
▽
市
民
体
育
祭
。
▽
市
民
文
化

祭
。
▽
河
川
浄
化
推
進
運
動
月
間
。
▽

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
じ
ま
る
。
▽
筑

後
北
小
起
正
式

（本
体
工
事
は
じ
ま
る
）

十

一
月
　
▽
美
術
展
を
開
催
。
▽
郷
土

資
料
館
開
館

一
周
年
記
念
行
事
。

十
二
月
　
▽
年
末
年
始
の
交
通
安
全
運

動
を
推
進
。
▽
定
例
市
議
会
を
ひ
ら
く

▽
工
業
統
計
調
査
、
■
不
ル
ギ
ー
統
計

調
査
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
。

‐２
月
定
例
市
議
会
は

‐３
日
か
ら
の
予
定

十
二
月
定
例
市
議
会
は
十
三
日

に
開
会
さ
れ
る
予
定
で
す
。

議
会
の
具
体
的
な
審
議
日
程
は

議
会
運
営
委
員
会

（六
日
予
定
）

で
き
ま
り
ま
す
。

議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き

ま
す
。
傍
聴
席
入
口
横
の
名
簿
に

記
入
し
、
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

|||√∴》み浄″

日lJ

回
は
、
市
内
の
高
校
で
、
お

き
た
差
別
事
件
を
臨
時
に
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の
号
で
は

前
々
国
に
引
き
続
き
、
部
落
差
別
を

解
消
し
て
い
く
た
め
の
課
題
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」

は
、
い
ま
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
、

同
和
対
策
事
業
の
目
的
を
明
ら
か
に

し
、
行
政
の
責
任
を
明
確
に
し
、
予

算
を
計
上
し
、
国
民
の
協
力
を
明
文

化
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
１０
ヵ
年
の

時
限
立
法
と
し
て
昭
和
五

十
三
年
度
ま
で
有
効
で
あ

り
、
し
か
も

「同
和
」
事

業
そ
の
も
の
に
限
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業

が
進
む
に
し
た
が

っ
て

一

般
地
区
の
人
た
ち
の
間
か

ら
、
「同
和
地
区
だ
け
が
よ

く
な
る
の
は
お
か
し
い
」

な
ど
の

「ね
た
み
差
別

（

逆
差
別
）
」
を
お
こ
さ
せ

る
弱
点
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た

一
方
で
は
事
業
を
進
め
る
に

あ
た

っ
て
被
差
別
部
落
解
放
は
国
の

主
体
的
な
施
策
に
よ
る
こ
と
を
う
た

い
な
が
ら
、
実
際
は
地
方
自
治
体
の

同
利
事
業
に
対
す
る
助
成
金
を
出
す

と
い
う
こ
と
か
ら
、
同
利
事
業
を
地

方
自
治
体
に
ま
か
せ
る
結
果
と
な
り

部
落
解
放
の
祝
点
に
た
っ
た
行
政
と

い
う
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
部
落
問
題
ぬ

き
の
同
和
行
政
の
と
り
く
み
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
法
律
で
、
推
進
さ

れ
た
事
業
は
、
環
境
整
備
、
社
会
福

祉
、
産
業
、
職
業
な
ど
実
態
的
な
差

別
の
解
消
に
重
点
が
置
か
れ
て
、
教

育
文
化
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
な
ど

心
理
的
差
別
へ
の
施
策
が
、
お
く
れ

た
こ
と
も
い
な
め
な
い
事
実
で
す
。

こ
と
に
１０
ヵ
年
の
長
期
計
画
の
な

か
で
、
経
済
の
低
成
長
と
昭
和
四
十

八
年
秋
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

地
方
財
政

の
窮
乏
な
ど
で
、
年
次
計

画
の
縮
小
や
停
滞
が
お
こ

つ
た
こ
と
も
施
策
の
推
進

に
大
き
く
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
ま
し
た
。

そ
こ
で
昭
和
二
十
二
年

末
の
臨
時
国
会
で
二
項
目

の
つ
ぎ
の
よ
う
な
付
帯
決

議
を
つ
け
、
昭
和
五
十
六

年
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
十
月
十

八
日
に
決
議
さ
れ
た
付
帯

決
議
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

「政
府
は
、
同
和
問
題
の
重
要
性
に

か
ん
が
み
、
こ
の
問
題
の
早
急
な
解

決
を
図
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
力

す
べ
き
で
あ
る
。
①
一法
の
有
効
期
間

中
に
実
態
の
把
握
に
努
め
、
速
や
か

に
法
の
総
合
的
改
正
及
び
そ
の
運
営

の
改
善
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

②
地
方
公
共
団
体
の
財
政
上
の
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
。
以
下
次
号
ヘ

部落差別をなくそう⑩

戦後の 解 放 運 動

同対法の延長

(2)
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この欄は官公庁や市内の会

社工場 からのお知 らせです

相
手

の
立
場
を
考
え
て

豊
か
な
人
間
関
係
を

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

「人
権
週
間
」
で
す
。

こ
れ
は
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
十
日
第
二
回
国
際
連
合

総
会
で

「世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念

し
て
設
け
ら
れ
、
今
年
で
三
十
四
回
目
を
迎
え
ま
し
た

相
手
の
立
場
を
考
え
て
豊
か
な
人
間
関
係
を
―
Ｉ
Ｉ
。

2月 4日 ^,10日間如脚

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
人
権
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る
方
が
、
気
軽

に
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
、
人
権
擁

護
委
員
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
人
権
擁

護
委
員
は
、
人
権
問
題
の
相
談
に
応
じ

た
り
、
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
事
件
の
調
査
な
ど
を
す
る
人
で
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、
こ
れ
は
人

権
問
題
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
り
、
法

律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
わ
か
ら

な
く
て
お
困
り
の
と
き
は
、
気
軽
に
相

談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

相
談
は
、
委
員
の
自
宅
で
毎
日
受
け

の
職
業
別
電
話
帳
（筑
後
版
）を

「電

話
を
二
本
以
上
お
も
ち
の
方
」
、
配

在
お
も
ち
の
電
話
帳
で
充
分
と
お
考

え
の
方
」
は
、
電
話
帳
減
冊
に
ご
協

力
い
た
だ
き
十
二
月
二
十
七
日
ま
で

に
左
記
へ
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

筑
後
電
報
電
話
局
営
業
課

（電

③
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
番
）。
「無
料
」
ヘ

電
話
の
移
転
手
続
き
は

お
早
め
に
〃

年
末
は
営
業
窓
口
が
混
み
ま
す
。

移
転
の
手
続
き
は
、
十
日
ぐ
ら
い
前

に
電
話
局
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
年
始
の
た
め
十
二
月

二
十
九
日
か
ら

一
月
二
日
ま
で
休
み

ま
す
。

団

員

募

集

日
中
友
好
「福
岡
県
青
年
の
船
」

日
本
と
中
国
の
友
好

親
善
と
郷
土

発
展
に
努
力
す
る
健
全
な
福
岡
県
青

年
の
育
成
を
目
的
と
す
る
日
中
友
好

「福
岡
県
青
年
の
船
」
が
、
５８
年
５

舟
‐７
日
か
ら
３０
日
ま
で
中
華
人
民
共

和
国
の
上
海

・
杭
州

・
天
津

・
北
京

の
各
市
を
訪
問
し
ま
す
。

希
望
者
は
１２
月
６
日
か
ら
来
年
１

月
２０
日
ま
で
に
市
福
祉
事
務
所
へ
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
同

事
務
所
庶
務
係

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

郵

便

局

だ

ょ

り

■
年
賀
状
は
十
二
月
二
十
日
ま
で
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。

■
小
包
は
、
な
る
べ
ぐ
早
く
る
出
し

く
だ
さ
い
。
年
内
は
平
常
ど
お
り
お

引
受
け
し
ま
す
。

■
年
賀
状
は
、
な
る
べ
く

「市
内
」

「県
内
」

「県
外
」
に
分
け
て
お
出

し
く
だ
さ
い
。

■
大
切
な
郵
便
物
を
正
確
に
お
届
け

す
る
た
め
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

受
取
人
の
住
所
、
差
出
人
の
住
所

は
町
名
、
番
地
ま
で
正
確
に
お
書
き

く
だ
さ
い
。
学
校
生
徒
、
お
子
さ
ん

な
ど
世
帯
主
以
外
の
人
へ
の
郵
便
物

は
世
帯
主
の
氏
名
を
忘
れ
な
い
で
お

書
き
く
だ
さ
い
。
ま
た
郵
便
番
号
も

忘
れ
な
い
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

電
話
局
か
ら
お
願
い

省
資
源
に
ご
協
力
を

〃

電
話
局
で
は
、
省
資
源
の
立
場
か

ら
電
話
帳
に
使
う
紙
の
節
約
に
努
め

て
い
ま
す
。
電
話
帳
は
、
こ
れ
ま
で

一
つ
の
電
話
番
号
に

一
冊
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
が
、
筑
後
電
報
電
話
局

で
は
、五
十
八
年
六
月

一
日
発
行
予
定

″人
権
″
と
言
う
と
、
何
か
難
し
い
も

の
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り

が
社
会
の
な
か
で
幸
福
な
生
活
を
営
む

た
め
に
必
要
な
、
人
間
と
し
て
の
当
然

の
権
利
―
―
そ
れ
が
人
権
で
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
の

″基
本

的
人
権
″
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り

に
は
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
を
は
じ
め

近
隣
騒
音
な
ど
隣
近
所
の
も
め
ご
と
か

ら
婦
人

・
障
害
者

・
同
和
問
題
に
至
る

ま
で
、
人
権
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

付
け
て
い
る
ほ
か
、
法
務
局
に
常
設
相

談
所
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
週
間
中
の
十

二
月
八
日
（水
）午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
、
市
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
に
特

設
相
談
所
を
設
け
ま
す
か
ら
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

人
権
は
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
言

わ
ば
水
や
空
気
の
よ
う
な
も
の
―
―
。

侵
さ
れ
て
そ
の
大
切
さ
に
気
付
く
前
に

日
頃
か
ら
人
権
の
尊
重
と
は
、
ど
う
い

う
こ
と
か
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
人
権
擁
護
委
員
　
紫
原
人
志

・
永
松

伍

一
郎

・
田
村
辰
己

。
山
下
勇
助
さ
ん

赤 ちゃ ⑬

田中 倍介ちやん

(昭和57年 5月 24日 生)

田中遭博さん (32)、 清子さ

ん (30)の 二男 (態野区)

ぼく生まれて6カ 月、早く

ハイハイができないかな一。

「健康で、たくましく育つて

1ま し↓ゝ」と清子さん。

人権を考える市民の集い
と き 12月 7日 tkl午後1時 30分から
ところ 勤労婦人センター3階
内 容

①映画「けやきの空に」

②講演「いまなぜ寝た子を起こすのか」

講師 :西日本新聞社

社会部長 稲積謙次郎
みなさんのご来場をお待ちしています

(3)



すすはらい

塀

広 報 ち く ご

下妻小が全日本健康  11月 3日
優 良 学 校 賀 を 受 賞  朝日新聞東
京本社の大ホールで、57年度健康優良学校

の表彰式があり、下妻小学校が全日本健康

優良学校賞に輝いた。同校から児童を代表

して井口保弘君 (6年生)と 近藤恵一校長
の 2人 が出席した。

受賞のよろこびを胸に帰郷、直ちに教育

長へ報告して、「学校に待っている全児童

にも早くよろこびを伝えたい」と井口君。

また教育長も永続性をもって健康づくりに

努力するよう励まされた。

電報電話局が防災演習  熊離屋採具
後電報電話局の職員30人 が防災演習をした

これは集中豪雨によって
｀
電話線が寸断

し、約 100回線の電話が不通になったとい

う想定で行われたもので、現場には穴建車、
ハンゴ車などを出動させ、 3本の電柱をた
てて配線、近くの回線へつなぐまでの演習

でした。復旧までわずか 2時間の早わざ。
激励にかけつけた市消防長が久留米市消

防長と記念通話をして無事に演習を終った。

(4)

昭和57年 12月 1日 344号

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
赤
坂
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝

市
体
育
協
会

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

主
催
で
十

一
月
十
四
日
、
二
十

一
日
の

両
日
、
八
女
工
業
高
校
グ
ラ
ン
ド
な
ど

で

「第
七
回
筑
後
市
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
」
が
開
か
れ
、
赤
坂
Ａ
チ
ー
ム

が
優
勝
に
輝
い
た
。

こ
の
大
会
は
、
四
十
歳
以
上
の
男
性

七
人
と
既
婚
女
性
三
人
で
編
成
さ
れ
た

市
内
六
十
七
チ
ー
ム
が
出
場
。

十
四
日
に
二
回
戦
ま
で
、
五
十
試
合

を
消
化
し
た
。
残

つ
た
十
六
チ
ー
ム
で

二
十

一
日
に
、
三
回
戦
か
ら
十
五
試
合

が
行
わ
れ
た
。
成
積
は
つ
ぎ
の
と
お
り

▽
五
回
戦
　
徳
久
Ｂ
６
１
０
上
北
島
、

長
浜
Ｂ
ｌＯ
１
３
桑
鶴
、
赤
坂
Ａ
８
１
２

久
富
Ａ
、　
一
条
４
１
４

（抽
選
勝
）
船

小
屋
、

▽
準
決
勝
　
長
浜
Ｂ
ｌＯ
１
６
徳
久
Ｂ
、

赤
坂
Ａ
２
１
〇

一
条

▽
決
勝
　
赤
坂
Ａ
ｌＯ
１
３
長
浜
Ｂ
、

市
営
住
宅
あ
き
家
の

都
市
対
策
課
で
は
、
市
営
住
宅
あ
き

家

（第

一
種
住
宅
）
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
つ
ぎ
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る

人
で
、
市
営
住
宅
に
入
居
し
た
い
人
は

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〔入
居
資
格
〕
①
市
内
に
住
む
か
、
勤

め
て
い
る
人
で
、
同
居
の
親
族
が
あ
る

人
で
②
現
に
住
宅
に
困

つ
て
い
る
人
。

③
所
得
税
法
に
準
じ
て
算
出
し
た
収
入

が
月
額
八
万
七
千
円
か
ら
十
四
万

一
千

円
ま
で
の
人
で
、
税
金

（国
税
、
地
方

税
）
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

〔申
込
方
法
〕
申
込
書

（都
市
対
策
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
都
市
対
策
課
建
築
係
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

〔入
居
方
法
〕
申
込
書
で
審
査
を
う
け

て
適
格
に
な

つ
た
人
は
、
あ
き
家
が
出

た
と
き
、
受
付
順
で
入
居
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
有
効
期
間
は
、
受
付
日
か

ら

一
カ
年
と
し
ま
す
。

農
業
経
営
関
係
申
告
書
の

提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

税
務
課
で
は
、
来
年
度
の
市

・
県
民

税
の
課
税
資
料
に
す
る
た
め
、
農
家
を

対
象
に
各
種
経
営
申
告
書
の
提
出
を
お

ね
が
い
し
て
い
ま
す
ｏ

申
告
内
容
は

「耕
作
反
別
の
異
動
」

「
農
機
具
の
保
有
状
況
」
、

「作
物
の

作
付
状
況
」
な
ど
で
す
。

申
告
書
は
農
政
区
長
さ
ん
や
各
部
会

長
さ
ん
を
つ
う
じ
て
配
り
ま
す
の
で
、

今
月
中

（イ
草
の
み
来
月
十
六
日
）
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、

税
務
課

（電
③
四

一
一
一
有
線
四
二
四

三
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

‐２
一月
あ

一衛
一生
一行
一事
一

乳
児
検
診
　
２‐
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

今
月
の
対
象
は
五
十
七
年
八
月
生
ま

れ
の
お
子
さ
ん
で
す
。

身
長
、
体
重
測
定
、
診
察
、
集
団
指

導
な
ど
を
し
ま
す
。

一
歳
半
児
の
健
康
相
談

６
日
、
７
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。

対
象
児
は
五
十
六
年
五
月
生
ま
れ
の

お
子
さ
ん
で
す
。

身
長
、
体
重
測
定
の
ほ
か
、
栄
養
指

導
、
育
児
指
導
な
ど
を
し
ま
す
。

ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ
き

ｏ
破
傷
風
予

防
接
種

（三
種
混
合
予
防
接
種
）

２２
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

〔対
象
児
〕
生
後
二
十
四
カ
月
か
ら
四

十
八
カ
月
末
満
。　
一
期
は
二
歳
に
な

つ

て
間
も
な
く
毎
月
続
け
て
三
回
う
け
る

三
期
は

一
期
が
終

つ
て
一
年
か
ら

一

年
半
の
間
に

一
回
う
け
る
。
こ
の
間
に

接
種
で
き
な
か

つ
た
お
子
さ
ん
は
、
七

十
二
カ
月
を
限
度
と
し
て
二
種
混
合

（

ジ
フ
テ
リ
ア

・
破
傷
風
）
予
防
接
種
を

う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
五
十
八
年
二
月
に
麻
し
ん
の
予
防
接

種
を
う
け
る
方

（対
象
児
五
十
五
年
九

月
か
ら
五
十
六
年
八
月
生
）
は
、
今
月

か
ら
三
種
混
合
予
防
接
種
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
今
月
が
二
回
日
、
三
回
目

の
方
は
三
種
混
合
予
防
接
種
は
う
け
ら

れ
ま
す
。

■
予
防
接
種
を
う
け
る
と
き
は
、
熱
を

は
か

つ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
や
検
診
を
う
け
る
と
き
は
、
母

子
手
帳
の
該
当
の

″問
診
票
″
に
必
ず

記
入
、
押
印
し
て
受
付
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
問
診
票
が
な
い
と
き
は
、

入

居

者

募

集

印
か
ん
を
持

つ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

一噺業衛搾胸対螂帥坤Ｆ坤出↑一
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γ゛
ヽヽ
＼

/

】
》
》
謗
乾

骸

会

め

る

タ

ノ ヾ

コ

の

団
タ
バ
コ
と
肺
ガ
ン

肺
ガ
ン
は
世
界
中
に
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
日
本
で
の
肺
ガ
ン
の
増
加
は
め

ざ
ま
し
く
過
去

一
〇
年
間
で
三
倍
に
ふ

え
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
だ
け
が
肺
ガ
ン

の
原
因
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
タ
バ
コ
を

吸
え
ば
吸
う
程
、
肺
ガ
ン
に
な
る
危
険

が
増
大
す
る
の
は
も
は
や
疑
う
余
地
は

あ
り
ま
せ
ん
。
タ
バ
コ
を
吸
う
人
は
吸

わ
な
い
人
に
比
べ
、
二
～
四
倍
肺
ガ
ン

の
発
生
が
多
く
な
り
、
し
か
も
、　
一
日

二
〇
本
以
上
吸
う
大
量
喫
煙
者

（
ヘ
ビ

ー
ス
モ
ー
カ
ー
）
で
は

一
〇
倍
以
上
も

肺
ガ
ン
に
か

ゝ
る
危
険
が
大
と
な
り
ま

す
。団

成
人
病
対
策
は
、

ま
ず
喫
煙
対
策

６
，

４
，

２
，

０
，

８
，

６
，

生 脳
卒
中
も
タ
バ
コ
を
吸

つ
て
い
る
人
に

多
く
出
て
い
る
こ
と
が
ゎ
か

つ
て
き
ま

し
た
。
日
本
人
の
喫
煙
率
は
成
年
男
子

で
は
世
界
第

一
位
で
す
。
七
十
五
％
が

タ
バ
コ
を
吸

つ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
タ
バ

コ
の
害
、
特
に
発
ガ
ン

性
が
わ
か

っ
て
か
ら
ア

メ
リ
ヵ
は
３５
％
く
ら
い

に
下

つ
て
い
ま
す
。
タ

バ
コ
を
吸
う
吸
わ
な
い

は
あ
く
ま
で
も
個
人
の

自
由
に
属
す
る
問
題
で

す
が
、何
気
な
い
一
本
が

確
実
に
あ
な
た
の
寿
命

を
削
り
と

づ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

③
身
辺
か
ら
タ
バ
コ
を
遠
ざ
け
て
、
も

ち
ろ
ん
灰
皿
も
置
か
な
い
。

い
食
事
は
軽
く
、
く
だ
も
の
や
果
汁
を

主
と
し
満
腹
感
を
も
た
な
い
。

③
永
を
た
く
さ
ん
飲
む
。

（０

一
日
に
三
国
以
上
深
呼
吸
す
る
。

③
食
後
に
散
歩
す
る
。

③
お
風
呂
は
ぬ
る
目
に
、
時
間
を
か
け

て
入
る
。

⑦
充
分
睡
眠
を
と
る
。

③
間
食

・
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
ひ
か
え

Ｚ
υ
。

】市ガンの年次別死亡者数

肺 ガン

45464748

15万人

10万人

5万人

タ
バ
コ
と
関
係
の
あ
る
の
は
、
肺
ガ

ン
だ
け
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
喉
頭
ガ
ン
の
場
合
、
タ
バ
コ
を

三
〇
本
以
上
吸

つ
て
い
る
人
は
吸
わ
な

い
人
に
比
べ
約
四
〇
倍
に
も
な
り
や
す

い
の
で
す
。
胃
ガ
ン
、
肝
臓
ガ
ン
、
口

腔
咽
頭
ガ
ン

・
食
道
ガ
ン
な
ど
の
消
化

器
の
ガ
ン
の
場
合
で
も
、
い
ず
れ
も
タ

バ
コ
を
吸

つ
て
い
る
人
に
多
く
出
て
い

ま
す
。
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
く
な
れ
ば
、

男
の
ガ
ン
の
き
は
減
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
ガ
ン
以
外
で
も
、
心
臓
病
は

タ
バ
コ
と
非
常
に
関
係
が
深
い
こ
と
が

わ
か

つ
て
い
ま
す
。
本
数
が
増
え
る
ほ

ど
、
心
臓
病
も
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

結核

大

０００
　
０００

殴 2  32

回
タ
バ
コ
を
や
め
る
方
法

た ば こ……控えめに

塩   ……。1日 109程度に

月巴  濡計…。標準体重に

(〕るttと
゛われ`つく

□発行 筑後市健康づくり推進協議会 編集 衛生課 一―一―

―

昭和57年 12月



現
在
、
三
大
成
人
病
は
、
ガ
ン
、
脳

卒
中
、
心
臓
病
で
、
食
事
の
欧
米
化
に

よ
り
脳
出
血
は
減
少
し
、
脳
梗
塞
や
心

臓
病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち

動
脈
硬
化
が
原
因
で
、
こ
れ
は
食
事
に

よ
り
か
な
り
予
防
で
き
、
特
に
若
い
頃

よ
り
始
め
る
と
、
よ
り
効
果
が
出
ま
す
。

動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
な
因
子
は
、
高

血
圧
症
、
高
脂
血
症
、
喫
煙
、
肥
満
、

緒
尿
病
、
痛
風
、
ス
ト
レ
ス
、
運
動
不

足
、
遺
伝
な
ど
で
す
。

高
血
圧
症
に
対
す
る
食
事
療
法
は
（

塩
分
の
と
り
す
ぎ
を
や
め
る
こ
と
で
す
。

現
在
、
辟
本
人
は
、　
一
日
ｒ
二
十
十
二

十
グ
ラ
ム
と

つ
て
お
り
、
十
グ
ラ
ム
以

下
が
理
想
的
で
す
。

一凸
脂
血
症
と
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
中
性
脂
肪
が
血
中
に
多
す
ぎ
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
動
物
性
食
品
を
少
な
く
、

甘
い
も
の
や
酒
の
飲
み
す
ぎ
に
気
を
つ

け
、
果
物
も
食
べ
す
ぎ
る
と
中
性
脂
肪

が
増
加
し
ま
す
。

肥
満
に
対
し
て
は
、
力
】
リ
ー
の
制

限
が
必
要
で
す
が
、
栄
養
失
調
や
貧
血

や
ビ
タ
ミ
ン
不
足
な
ど
の
防
止
の
た
め

に
糖
尿
病
の
食
事
療
法
を
す

ゝ
め
ま
す
。

運
動
だ
け
で
は
、
決
し
て
痩
せ
ま
せ
ん
。

い
わ
ば
、
成
人
病
予
防
の
食
事
は
、

好
き
な
も
の
に
か
た
よ
ち
ず
、
た
く
さ

ん
あ
る
食
品
よ
り
選
ん
で
バ
ラ
ン
扶
よ

く
食
べ
、
う
す
味
に
し
、
腹
人
分
で
や

め
る
こ
と
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
物
事

に
く
よ
く
よ
せ
ず
、
体
を
動
か
す
こ
と

で
す
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

最
後
に
米
国
の
実
験
で
、
約
八
百
人

の
退
役
軍
人

（五
十
四
才
～
八
十
八
才

）
に
動
物
性
脂
肪
の
多
い
食
事
を
食
べ

る
グ
ル
ー
プ
①
と
そ
れ
の
少
な
い
食
事

の
グ
ル
ー
プ
③
に
分
け
、
確
実
ｒ
八
年

間
続
け
さ
せ
る
こ
と
を
六
十
五
才
以
下

で
始
め
る
と
、
心
臓
病
や
脳
榎
塞
の
発

病
は
①
①
グ
ル
ー
プ
間
に
大
差
が
出
た

の
に
対
し
、
六
十
六
才
以
上
で
は
④
③

間
に
差
が
出
な
か
っ
た
と
い
う
有
名
な

実
験
結
果
が
あ
り
ま
す
。
食
事
は
若
い

時
こ
そ
気
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い

一う
こ
と
で
す
。
学
者
に
よ

つ
て
は
離
乳

食
の
う
ち
よ
り
う
す
味
に
慣
れ
さ
せ
る

こ
と
を
主
張
し
、
高
血
圧
は
母
親
が
作

る
と
ま
で
言

つ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

の
死
亡
率
第

一
位
は
心
臓
病
で
、
「
心

臓
病
予
防
は
子
供
の
う
ち
か
ら
始
め
る

」
と
い
う
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
過

去
三
十
年
間
に
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
減

少
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
成
人
病
も
ア
　
．

メ
リ
カ
の
後
を
追

つ
て
お
り
ま
す
。
食

健
康
作
り
は
自
分
の
手
で
／

盛
会
に
終
っ
た
健
康
教
室

生
活
の
管
理
は
若
い
頃
か
ら
と
考
え
て

下
さ
い
。

筑
後
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
で

は
今
年
も
又
、
市
民
の
健
康
へ
の
関
心

と
成
人
病
予
防
の
た
め
の
知
識
を
深
め

る
た
め
に
下
表
の
と
お
り
健
康
教
室
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
の
医
療
に

と
り
く
み
私
達
と
も
顔
な
０
み
の
先
生

の
臨
床
体
験
を
ふ
ま
え
た
講
演
は
、
私

よ
り
重
要
な
の
で
す
。
他
に
ガ
ン
の
予

防
の
映
画
や
保
健
婦
に
よ
る
健
康
体
操

を
行
い
、
な
ご
や
か
な
中
に
も
大
変
有

意
義
な
成
果
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
体
験
を
実
生
活

に
生
か
さ
れ
て
皆
様
の
成
人
病
予
防
に

大
い
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

つ
て
い
ま
す
。
開
催
に
あ
た
り
、
区
長

さ
ん

。
婦
人
会

・
農
協
婦
人
部

・
老
人

ク
ラ
ブ

・
環
境
衛
生
協
議
会
の
会
長
さ

ん
の
御
協
力
ま
こ
と
に
か
，
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

な
る
、
こ
の
健
康
教
室
は
毎
年
、
希

望
さ
れ
た
行
政
区
に
対
し
年
六
回
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

|

た
ち
の
健
康
は
自
分
の
手
で
積
極
的
に

と
り
く
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

め
ざ
め
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
く
ら
医

学
が
進
歩
し
て
も
成
人
病
は
防
げ
ま
せ

ん
。
医
療
の
前
に
三
害
追
放

（た
ば
こ

・
塩

・
肥
満
）
体
力
作
つ

。
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
生
活

・
積
極
的
な
運
動
が

57年度 健康教室実績

地 区 名 月 。日 担当詰師 内 容 参加人員

1 吉島
、作出
折地、島田

7 ・ 13 丸岡 三夫 1.講 演
成人病予防について

2.映 画
ガンの予防

3.筑後市の検診状況
と保健対策

4.健康体操

49

2 下妻、富安 7 ・20 山崎 博愛 55

3 鶴   田 8 ・ 27 永田 信久 51

4 高   江 9 。 20 平井  連 64

5 中 牟 田 10・ 19 水落 昭治 49

6 一条、西原 10・ 27 築城  来 30
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勘
　棘

樫
邪
　

月

福
祉
事
務
所
庶
務

係
で
は
、
保
育
所

（

認
可
）
の
人
所
申
し

込
み
を
来
年

一
月
十

日
か
ら
二
十
日
ま
で

受
付
け
ま
す
。

お
子
さ
ん
を
来
年

四
月
か
ら
入
所
さ
せ

た
い
人

（現
在
入
所

し
て
い
て
、
来
年
も
入
所
さ
せ
た
い

人
も
）
は
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
お
子
さ
ん

は
、
そ
の
家
族
が
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か

の
事
情
に
該
当
す
る
と
き
で
す
。

①
両
親
と
も
動
め
て
い
る
。
②
家
庭

内
に
仕
事

（自
家
営
業
）
が
あ
る
。

（内
職
者
は
内
職
手
帳
が
あ
れ
ば
手

続
き
が
簡
単
で
す
。
）③
片
親
が
い
な

い
。
④
母
親
が
出
産
や
病
気
。
⑤
家

に
病
人
が
あ
り
、
母
親
が
看
病
し
て

い
る
な
ど
。
入
所
申
込
み
に
つ
い
て

く
わ
し
く
は
同
係
へ
。

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

定

例

講

座

案

内

高
齢
者
講
座

（
２０
日
）、市
民
大
学

講
座

（
１
、
１５
日
）、健
康
美
容
体
操

（２
、
６
、
９
、
１３
、
・６
、
２０
日
）、

コ
ー
ラ
ス
講
座

（３
、
１０
、
１７
、
２４

日
）、茶
道
教
室

（１
、
８
、
９
、
１５

‐６
日
）、子
ど
も
の
為
の
映
画
教
室

（

‐８
日
）、筑
後
校
区
婦
人
学
級
、
婦
人

大
学
、
羽
犬
塚
校
区
く
ら
し
の
学
級

合
同
学
習
会

（
１
日
）

年
末
。年
始
の
交
通
安
全

飲
酒

運
転

は

や
め
ま

し

ょ
う

十
二
月
十

一
日
か
ら
来
年

一
月
十
日

ま
で
、
年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
年

末
年
始
の
交
通
安
全
運
動
を
推
進
す
る

た
め
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
重
点
目
標
を
き

め
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
た
め
の
重
点
目
標

▽
歩
行
者
、
特
に
子
ど
も
と
老
人
の
交

通
事
故
防
止

▽
粗
暴
運
転
、
特
に
飲
酒
運
転
の
追
放

▽
二
輪
車
、
自
転
車
の
事
故
防
止

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

飲
酒
運
転
は

◎
運
転
に

一
番
大
切
な
注
意
力
が
に
ぶ

く
な
り
ま
す
。

◎
見
る
範
囲
が
せ
ま
く
な
り
ま
す
。

◎
反
応
す
る
動
作
が
に
ぶ
く
な
り
ま
す

◎
誤

っ
た
動
作
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す◎
ス
ピ
ー
ド
感
が
に
ぶ
く
な

っ
て
恐
怖

感
も
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し

／
ｔ
ヽ
、

て
当
然
、
大
事
故
、
大
怪
我
、
死
亡
と

な
り
ま
す
。
る
た
が
い
に
交
通
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

重

油

・
灯

油

等

の

取
り
扱

い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

こ
れ
か
ら
重
油
、
灯
油
な
ど
を
使
用

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
油
の
流

出
事
故
は
火
災
発
生
、
環
境
汚
染
、
水

道
水
源
の
汚
染
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま

ｔＦ
す
。
保
管
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し

て

く

だ

さ

い
。

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

十
二
月
二
十

一
日
現
在
で
、
工
業
統

計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は

製
造
業
を
対
象
に
、
出
荷
額
、
従
業
者

数
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
う
か
が

い
ま
す
の
で
、
年
末
年
始
の
忙
し
い
と

き
で
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

10月 の人の動 き⌒

出 生     45人

死 亡     23人
世帯数   10,717戸

ノ、口言+    42,489人

(前月より増減 0人 )

男        20,382人

女       22,107ノ 、

住民基本台帳から一―一学

10月 の交通事

発生件数 37件 (232)

負傷者数 45人 (296)

死亡者数 0人 (1)

◎死亡事故「ゼロ」は

283日 (■ 月31日 現在)

※ ()内 は 1月 から
10月 まで の 累 計 で す

筑後市交通安全対策協議会資

みんな揃 って明 るいる正月

「歳末たす けあい運動」

に ご協力 くだ さい

12月 1日 ～ 20日

に 共同募金会筑後市支会

水道工事は指定店で

市上水道の新設、増設、

修理などは指定店ヘ

依頼してください

筑後市水道局執

筑後サッカースポーツ少年団   ■月 7

10周 年記念大会でみごと優勝  日、窓ヶ
原公園グランドなどで、筑後サッカースポ

ーツ少年団10周年記念大会が開かれた。(写

真0)こ の大会には福岡、北九州、大川市、

嘉穂、浮羽、朝倉、三ィ猪君Бなど8チ ームが

参加。 トーナメント方式で試合が行われた。
筑後サッカースポーツ少年団は、 1回戦、

2回戦と月券ち進み、決勝では大川市のチー

ムに3対 0で勝ち優勝を決めた。

雨の中で父兄応援団も優勝を喜びあってい

た。

羽犬塚 Jヽで祖父母学級  犬塚呆と霰
で祖父母学級が開かれた。これは昨年に続

ぃて2回 日、PTA(吉 田仁会長)と の共
催で500人 ほどの児童の祖父母が参加した。

九州大谷短大の北原悌二郎教授の講演や

6年生全員での鼓笛隊の演湊に聴きいって

いた。〔写真O〕 各教室では孫の授業、学芸

会、ゲームなど楽しい催しに、あ`じいちゃ

ん、才Эヽばあちゃんは目を細めていた。

(5)
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塚 本 弐 郎 (羽犬塚)
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十
月
二
十
六
日
、
勤
労
婦
人
セ
ン

タ
ー
で
市
中
央
公
民
館
開
設
の

「筑

後
市
婦
人
大
学
Ａ
コ
ー
ス

（白
バ
ラ

学
級
）
」
の
開
講
式
が
あ

っ
た
。

こ
の
日
と
り
あ
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ

は

「市
役
所
ガ
イ
ド

（
こ
ん
な
と
き

こ
こ
に
）
市
役
所
の
し
く
み
、
仕
事

の
内
容
」
で
市
中
央
公
民
館
長
さ
ん

な
ど
の
講
義
と
学
習
計
画
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
あ

っ
た
。

こ
の
号
で
は
、
家
庭
の
主
婦
に
も

く
ら
し
と
政
治
の
つ
な
が
り
を
み
つ

め
て
、
婦
人
の
政
治
意
識
を
高
め
よ

う
と
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
仲
間

「
筑
後
市
婦
人
大
学
Ａ

（白
バ
ラ
学

級
こ
の
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
よ
う
。

新
人
学
級
生
二
十
人

同
校
の
誕
生
は

今
年
十
月
。
家
庭

の
な
か
に
ば
か
り

い
て
政
治
、
経
済

な
ど
全
く
知
ら
な

い
人
た
ち
ば
か
り

を
募
集
し
て
、
新
し
く
発
足
し
た
も

の
。
平
均
年
齢
四
十
九
歳
と
か
。

新
し
く
選
ば
れ
た
役
員
に
は
成
清

ツ
チ
さ
ん

（
５３
＝
北
長
田
）
、
大
薮

フ
ジ
子
さ
ん

（
４４
＝
北
長
田
）
、
坂

本
チ
サ
子
さ
ん

（
４７
＝
羽
犬
塚
上
町
）

秋
吉
小
夜
子
さ
ん

（
３０
＝
下
妻
）
、

吉
武
フ
ク
エ
さ
ん

（
５９
＝
久
富
）
、

新
畑
佳
代
子
さ
ん

（
２６
＝
羽
犬
塚
）

が
就
任
し
、
二
年
間
の
予
定
で
学
級

生
二
十
人
と
と
も
に
学
習
に
励
む
。

婦
人
大
学
Ａ

（白
バ
ラ
学
級
）
は

学
習
の
目
標
と
し
て
①
ふ
だ
ん
の
生

活
課
題
を
通
じ
て
、
最
も
身
近
な
政

治
で
あ
る
市
政
へ
の
目
ざ
め
と
理
解

を
深
め
、
主
権
者
と
し
て
の
正
し
い

意
識
と
態
度
の
形
成
を
は
か
る
。

②
学
習
の
成
果

を
生
か
し
、
市

民
の
中
に
政
治

参
加
と
明
る
く

正
し
い
選
挙
ヘ

政
策
本
位
の
投

票
）
運
動
を
広
げ
て
い
く
た
め
の
、

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

（世
論
形
成

者
）
と
し
て
の
成
長
を
は
か
る
。
と

し
て
毎
月

一
回
の
学
習
日
を
決
め
て

い
る
。

運
営
委
員
長
の
成
清
ツ
チ
さ
ん
は

「家
の
中
だ
け
に
い
て
も
社
会
が
わ

か
ら
な
い
。
学
習
を
と
お
し
て
社
会

を
広
く
知
り
た
い
」
と
抱
負
を
チ
ョ

ッ
ピ
リ
。
新
畑
佳
代
子
さ
ん
は

「余

暇
も
あ
り
政
治

・
経
済
に
強
く
な
り

た
い
」
と
言
う
。
近
藤
英
子
さ
ん
は

「
六
十
の
手
習
い
で
す
」
と
言
い
な

が
ら
も

「婦
人
の
側
か
ら
広
く
み
つ

め
て
み
た
い
」
と
。
ま
た
坂
本
チ
サ

子
さ
ん
は

「友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
入

っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
し
た
い
」

と
、
白
バ
ラ
学
級
に
か
け
る
期
待
と

意
欲
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

当
面
の
学
習
予
定
を
見
て
も
、
こ

の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

‐２
月
　
く
ら
し
と
政
治
を
考
え
る

（

国
の
政
治
、
地
方
の
政
治
）

１
月
　
地
方
政
治
を
考
え
る

（く
ら

し
に
つ
な
が
る
地
方
自
治
と
は
何
か
）

２
月
　
く
ら
し
と
健
康
行
政

（国
民

健
康
保
険
の
現
状
、
医
療
に
つ
い
て

の
注
文
）

３
月
　
市
政
の
台
所
、
税
金
の
し
く

み

（税
金
の
し
く
み
、
納
税
の
公
平

不
公
平
）
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

ジ

ョ
ギ

ン
グ
シ

ュ
ー
ズ

（運
動
ぐ
つ
）
の
選
び
方

走
る
と
き
は
、
歩
く
と
き
の
こ
～

五
倍
の
シ
ョ
ッ
ク
で
地
面
に
ぶ
つ
か

り
ま
す
。
こ
れ
に
耐
え
る
だ
け
の
シ

ュ
ー
ズ
を
は
か
な

い
と
、
か
え

っ
て

足
を
痛
め
ま
す
。
く

つ
は
、
自
分
の

足
に
合

っ
た
も
の
を
遥
び
ま
し
ょ
う
。

▽
よ
い
シ
ュ
ー
ズ
と
は
△

①
上
皮
は
ナ
イ
ロ
ン
系
が
軽
く
て
丈

夫
、
童
さ
は
天
ｏ
～
こ
ｏ
ｑ

②
つ
ま
先
は
少
し
余
俗
が
あ
っ
て
、

か

か

と

は

ビ

ツ

タ

リ

、

し

っ
か

り

し

て

い

る

こ

と

⑥
土
踏
ま
ず
に
ス
ポ
ン
一ン
な
ど
の
ク

ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と

④
底
が
厚
く

（
二
～
二
層
に
分
か
れ

て
い
る
こ
と
）
と
く
に
か
か
と
の

部
分
が
厚
い
こ
と

（音
地
の
シ
ョ

ッ
ク
を
や
わ
ら
げ
る
）

⑤
甲
は
十
分
に
曲
が
る
よ
う
に
、
間

く
し
め

つ
け
な

い
こ
と

鬱 醇誠角胞

〔児童向き〕 団寺村輝夫「しまっ
たおじさんわすれもの」 翻 S・ ジョ

スリン「そんなときなんていう?」

団フランソワーズ「まリーちゃん

のくりすます」 団大川悦生「おか
あさんの木」 畷大石真「消えた五
人の小学生」 団榜嶋十「ふしぎな

三階」 団河合雅雄「ゴリラ探検記」
国大野允子「夕焼けの記憶」

〔一般向き〕 団アーノルド・ベネッ
ト「自分の時間」 団稲村博「親た
ちの誤算」 団角田忠信「日本人の
脳」 団近藤啓太郎「素朴な味」
団竹熊宜孝「土からの医療」 団増
田靖弘「ゲートボール」 団川崎洋
「母の国。父の国のことば」

▽
グ
ル
ー
プ
紹
介
△
⑭

シ
リ
ー
ズ
　
私
た
ち

の
仲
間

「
筑
後
市
婦
人
大
学

Ａ
コ
ー
ス
（白
バ
ヱ
宇
級
こ

■水間さんが

「わたばうし文学賞」で金賞を受賞

身障者の文学賞「わたぼうし文学

賞」で赤坂の水間真由美さん (36)

が自分史部門で、最高賞である金賞

を受賞しました。金賞に輝いた作品

「自分を生きる」は、身障者として

のハンディを乗り越え、結婚、出産

を経験 し、人間として生きる喜びを

勝ち取った体験を描いた。

水間さんは小児マヒのため、右腕

力Чよとんど動かず、左足も不自由。

それでもハンディを感じさせない頑

張 りで、小学 5年、 2年、幼稚園と

3人の息子を育て、家事一切はもち

ろん、近くの子どもを相手に書道教

室を開いている。

□ みんなの体力づくり□

保健シリーズ③

(6)




